
一
行
は
、
お
隣
の
矢
掛
町
元

町
排
水
ポ
ン
プ
場
を
訪
れ
、
同

町
農
林
建
設
課
の
原
田
課
長
ら

か
ら
、
過
去
の
水
害
を
教
訓
に

町
内
十
五
カ
所
へ

ポ
ン
プ
が
設
置
さ

れ
た
経
緯
や
仕
組

み
等
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

こ
の
見
学
会
は

今
年
七
月
十
四

日
、
小
田
川
増
水

に
よ
る
水
門
か
ら

の
逆
流
で
倉
掛
地

内
の
随
所
が
冠
水

し
た
こ
と
か
ら
、

矢
掛
町
の
水
防
体

制
を
学
ぼ
う
と
自
治
連
合
会
が

企
画
し
た
も
の
。

参
加
者
は
一
分
間
に
約
十
八

～
二
十
一
立
方
メ
ー
ト
ル
排
水

す
る
自
動
感
知
式
ポ
ン
プ
三
台

が
停
電
の
際
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
へ
切
り
替
わ
る
シ
ス
テ
ム
に

注
目
。
「
こ
れ
な
ら
大
水
が
で

て
も
安
心
じ
ゃ
ろ
う
な
あ
」
な

ど
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
各
市

町
村
よ
っ
て
水
害
防
止
体
制
が

違
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

て
い
た
。

こ
の
日
は
研
修
ル
ー
ト
に
沿

っ
て
、
県
東
部
の
日
生
漁
港
～

牛
窓
～
旧
閑
谷
学
校
な
ど
も
回

り
防
災
や
物
流
、
観
光
に
つ
い

て
学
習
し
た
。

民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童

委
員
と
し
て
顕
著
な
活
動
を
続

け
て
き
た
倉
掛
８
組
の
渡
辺
照

子
さ
ん
が
十
一
月
末
、
三
年
間

の
任
期
を
終
え
退
任
し
た
。

渡
辺
さ
ん
は
児
童
福
祉
関
係

や
教
育
機
関
、
地
域
児
童
の
健

全
育
成
に
関
す
る
団
体
と
連
携

を
図
る
な
ど
、
積
極
的
に
重
責

を
果
た
し
た
。

後
任
の
民
生
児
童
委
員
に
は

倉
掛
18
の
１
組
丸
山
節
子
さ
ん

＝
写
真
上
＝
が
就
任
し
た
。
丸

山
さ
ん
は
十
二
月
よ
り
、
三
期

目
の
大
坪
正
広
民
生
児
童
委
員

と
共
に
活
動
を
開
始
。
「
微
力

な
が
ら
地
域
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
努
め
た
い
。
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

任
期
は
平
成
二
十
五
年
十
一
月

末
ま
で
の
三
年
間
。

倉
掛
少
年
団
と
同
育
成
会
の

防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
が
十
一
月
九

日
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

出
発
式
に
は
関
係
者
約
六
十

人
が
出
席
。
育
成
会
の
川
上
会

長
を
は
じ
め
、
自
治
連
合
会
の

倉
橋
会
長
や
第
３
部
の
三
宅
部

長
ら
が
「
火
事
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
大
き
な
声
で
呼
び
掛
け
て

下
さ
い
」
な
ど
と
挨
拶
し
た
。

団
員
ら
は
三
日
間
、
拍
子
木

を
打
ち
な
が
ら
倉
掛
地
内
を
巡

回
、
無
火
災
を
訴
え
た
。
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会 長 ／ 倉 橋 一 郎

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

倉
掛
自
治
会
関
係
者
の
視
察
研
修
が
十
一
月
十
四
日
に
行

わ
れ
、
自
治
連
合
会
や
婦
人
会
、
少
年
団
育
成
会
の
役
員
ら

二
十
一
人
が
参
加
し
た
。

渡
辺
委
員
と
交
代

倉掛自治連合会

矢
掛
元
町

ポ
ン
プ
場

「
定
期
的
な
試
運

転
は
消
防
団
に
お

願
い
し
て
い
ま

す
」
な
ど
と
見
学

者
に
説
明
す
る
原

田
課
長
＝
十
一
月

十
四
日
・
矢
掛
町

元
町
水
番
所

大
口
径
の
排
水
パ
イ
プ
に
ビ

ッ
ク
リ

倉
掛
少
年
団

民生児童委員

Ｑ

三
年
間
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。
民
生
児

童
委
員
兼
主
任
児
童

委
員
と
し
て
、
教
育

機
関
と
の
関
わ
り
も

深
か
っ
た
よ
う
で
す
が
…
。

Ａ

幼
稚
園
や
小
学
校
、
児
童
会
館

な
ど
の
用
事
が
九
割
ぐ
ら
い
。
民

生
児
童
委
員
の
月
例
会
に
も
出
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ

そ
の
民
生
児
童
委
員
不
在
の
地

区
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
ニ
ュ
ー

ス
で
伝
え
て
い
ま
し
た
。

Ａ

用
事
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
影

響
し
て
い
る
の
で
は
？

福
祉
関

係
の
情
報
収
集
は
難
し
く
、
求
め

ら
れ
る
こ
と
へ
の
対
応
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
立
ち
入
る
こ
と
が
困
難

な
と
き
も
あ
り
ま
す
。
細
や
か
な

配
慮
も
大
切
で
す
し
…
。

Ｑ

中
高
年
の
人
た
ち
が
集
う
「
ふ

れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持

た
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ

年
六
回
開
か
れ
る
な
ど
、
倉
掛

の
サ
ロ
ン
は
活
発
に
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
元
の
皆
さ
ん
が
自
由

に
参
加
で
き
る
集
い
は
価
値
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

児
童
や
高
齢
者
の
問
題
が
複
雑

化
す
る
な
か
で
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

Ａ

十
分
に
取
り
組
め
た
と
は
申
せ

ま
せ
ん
。
逆
に
教
え
て
い
た
だ
く

こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

「情報収集に難しさも…」

渡辺照子さん

地 域 福 祉 に 多 大 な貢 献
① エバラ 口径400ｍｍ

排水量：0.31㎥/秒

② エバラ 口径500ｍｍ

排水量：0.33㎥/秒

③ ツルミ 口径500ｍｍ

排水量：0.36㎥/秒

※３台のポンプを設置

＜元町排水ポンプ場＞

Ｑ＆Ａ
●
民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童

委
員
＝
民
生
委
員
は
都
道
府
県

知
事
の
推
薦
に
よ
り
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
る
民
間
奉

仕
者
。
地
域
の
身
近
な
支
援
者

と
し
て
活
動
し
、
福
祉
課
題
な

ど
の
援
助
や
指
導
を
行
う
児
童

委
員
も
兼
ね
て
い
る
。
一
九
九

四
年
一
月
か
ら
は
児
童
福
祉
に

関
す
る
事
項
を
専
門
的
に
担
当

す
る
主
任
児
童
委
員
制
度
が
設

け
ら
れ
、
民
生
委
員
の
な
か
か

ら
選
出
さ
れ
る
。
任
期
は
共
に

三
年
。

第３３回岡山県中学校駅
伝大会が１１月１６日、倉
敷マスカット周走コースで
開かれ、41校が競った男子
の部で井原中学校が３位入
賞を果たした。
倉掛からは２年田原博己

選手（倉掛13-1組）と１年

山岡友紀選手（倉掛15-1
組）が出場、共に区間上位
で活躍した。

◇ ◇
③井原中学 1時間02分44秒
４区 山岡友紀 10分35秒

（3.1km・区間４位）
５区 田原博己 10分28秒

（3.1km・区間２位）

県中学校駅伝

元民生児童委員
＆主任児童委員



国
内
の
有
力
チ
ー
ム
が
参
加

す
る
第
二
十
八
回
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
新
体
操
選
手
権
大
会
が
十

月
二
十
三
～
二
十
四
日
、
東
京

代
々
木
第
一
体
育
館
で
開
か

れ
、
井
原
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
ク

ラ
ブ
で
活
躍
を
し
て
い
る
井
原

中
３
年
の
小
川
晃
平
選
手
（
倉

掛
１
組
）
が
個
人
２
位
、
団
体

１
位
の
好
成
績
を
収
め
た
。

ア
メ
リ
カ
総
合
格
闘
技
ベ
ラ

ト
ー
ル
・
１
１
５
ポ
ン
ド
（
約

５
６
㎏
級
）
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
決

勝
が
十
月
二
十
九
日
、
ア
メ
リ

カ
・
フ
ロ
リ
ダ
州
ハ
リ
ウ
ッ
ド

で
行
わ
れ
、
倉
掛
の
藤
井
惠
さ

ん
（
藤
井
接
骨
院
）
は
ゾ
イ
ラ

・
フ
ラ
ウ
ス
ト
に
敗
れ
、
連
勝

記
録
が
二
十
二
で
止
ま
っ
た
。

試
合
は
最
終
ラ
ウ
ン
ド
残
り

40
秒
で
テ
イ
ク
ダ
ウ
ン
を
奪
っ

た
惠
さ
ん
の
勝
利
と
思
わ
れ
た

が
、
三
人
の
ジ
ャ
ッ
ジ
は
１
対

２
で
フ
ラ
ウ
ス
ト
。
ま
さ
か
の

判
定
に
激
し
い
ブ
ー
イ
ン
グ
が

沸
き
起
こ
り
、
敵
陣
で
戦
う
こ

と
の
難
し
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ

る
準
優
勝
だ
っ
た
。

井
原
公
民
館
主
催
の
第
五
十

一
回
井
原
地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
十
月
三
十
一
日
、

井
原
小
学
校
体
育
館
で
開
か
れ

町
内
八
地
区
の
選
手
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。

試
合
は
Ｂ
コ
ー
ト
の
倉
掛
が

中
町
と
猪
清
を
連
破
。
Ａ
コ
ー

ト
か
ら
勝
ち
上
が
っ
た
本
町
と

の
決
勝
戦
は
三
年
連
続
同
じ
顔

合
わ
せ
。
結
果
、
倉
掛
は
実
力

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
呼
び
声
も
高

い
本
町
に
敗
れ
た
が
、
三
年
連

続
準
優
勝
で
チ
ー
ム
の
存
在
を

示
し
た
。
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12/ 4  自治連合会防犯パトロール
12/ 5  消防団第３部試運転日
12/ 5  サロンあすはクリスマス会
12/ 5  倉掛少年団クリスマス会
12/11  資源の日 古紙・古着類回収
12/12  井原市駅伝競走大会

10：00スタート
12/12  井原新体操フェスティバル

13：40オープニング
12/26  全国高校駅伝競走大会

女子10：20スタート
12/28  官公庁仕事納め
12/31  郷社越年祈願祭 23:30～0:30
２０１１年（平成２３年）
1/ 1  郷社新年祈願祭

1/1～1/3 9：00～15：00
1/ 4  官公庁仕事始め
1/ 9  井原市成人式
1/15  自治連合会防犯パトロール
1/16  井原市消防出初式
1/16  全国都道府県対抗女子駅伝
1/30  星の郷ふれあい健康マラソン

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■第６回井原新体操フェスティバル
とき：１２月１２日 １３：４０～
会場：井原市井原体育館 入場無料
出演：BLUE TOKYO・井原高校・佐賀女子高

校・井原ジュニア新体操クラブ・Ｓ
parkle井原.RG・北村将嗣・大舌俊
平・大舌恭平・清水翔吾・谷本竜也
・枡平庸介・西田直樹ほか

■「自分たちのための福祉づくりを」
認知症を地域で支えようという講座がつ

どえ～るで11月20日、ご近所クリエーター
の酒井保氏を招いて開かれ、約40人が受講
した。酒井氏は「福祉の世話にはなりたく
ないと思う人や『助けて』と言えない人が
多い」「10年20年後に笑顔で暮らせるよう
早い段階で自分たちのための福祉づくり、
地域づくりを進めて欲しい」と強調した。

プロもアマも「頑張っています」

世界で、日本で、井原で

藤
井
惠
さ
ん

倉
掛
バ
レ
ー
チ
ー
ム

小
川
晃
平
君

世
界
の
総
合
格
闘
技
界
で
活
躍
す
る
藤
井
惠
さ
ん

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
個
人
２
位
の
小
川
晃
平
君

井原町秋季大祭が10月24日に執り行われ、少年団の子どもみこ

しや消防団有志の千歳楽が繰り出し賑わった。鬼を含めた少年団

一行は総勢約70人の大所帯。みこしが近づくと各家々の住民らは

玄関先で出迎え「ご苦労さま。頑張って」と声を掛けていた。

倉掛18-2組丸山時夫さん（86歳・丸山サイクル商会）を筆頭

に、治人さん（60歳・丸山自動車㈱）、剛さん（36歳）、そして剛

さんの長男颯太ちゃん（６歳）の４世代４人が鬼に扮して少年団

みこしに同行。「おめでたいことですね」と注目を集めた。

「
家
族
四
世
代
で
鬼
に
な
っ
た
と
い
う
話
は
聞

い
た
こ
と
が
な
い
」
と
、
井
原
放
送
も
取
材
に

駆
け
つ
け
た
。


